
 令和６年度
四ツ屋小学校

夢に向かって ふみ出す一歩 学校報 No.８
やさしく かしこく たくましく 令和６年５月２４日
2024年の合い言葉「チャレンジスイッチ オン！」

５月２７日（月）は開校記念日 １５０周年
四ツ屋の歴史と伝統に支えられながら迎える１５０年目。夢に向かう一歩をふ

み出すための合い言葉は「チャレンジスイッチ オン！」
まずはやってみよう、やってみなければ分からない、
続けてみよう、あきらめずにがんばってみよう…そんな思い
が込められています。

参考『大曲市史』より

【四ツ屋学校】
「明治７年５月２７日、四ツ屋字ババ田号６６番地に校舎設立、四ツ屋学校と称す」

【新谷地学校】
「明治７年８月２０日、新谷地山方氏宅を借りて開校」

【高関学校】
「明治８年３月１３日、高関上郷村神社社宇を仮教室に充て本日より、教授を開始する」
【松倉尋常小学校】
「明治２５年４月１１日、郡達第３号を以て、秋田県仙北郡松倉尋常小学校と指定せらる」

【校歌の由来】 昭和29年11月５日制定 作詞：竹内瑛二郎氏 作曲：小野崎晋三氏
「創立８０周年記念事業で制定」

【校章の由来】 昭和３３年１２月２５日制定
デザイン・アイディア：渡辺次男氏

「旧大曲市の市章に四ツ屋小学校の『四』をデザインしたもの」

１５０周年の四ツ屋小学校は次のことを目指します
【目指す子ども像】
・互いに思いやりの心を伝え合うことのできる子ども
・主体的に学び、自分の考えをもち、表現できる子ども
・志をもち、粘り強く挑戦する子ども
・ふるさとを愛し、共によく生きようとする子ども

【目指す学校像】
・子どもにとって・・・・学習内容が分かり、仲間と安心してつながる

“魅力ある楽しい学校”
・教職員にとって・・・・自分の持ち味が発揮でき、子どもの成長に

“やりがいを感じる学校”
・保護者や地域にとって・・・思いや願いを共有し、

“共に子どもを成長させる ふるさとの学校”



児童会出発式
～学級のために、学校のためにがんばることを確かめ合いました～

３年 「１・２年生のお手本」と
自しんをもって言える２かいのリーダー

３年生になろう

４年 やさしさいっぱい え顔いっぱい
チャレンジするぞ

みんなでぐんぐんのびる ぴいす４年生

１年 ひとりでジャンプ みんなでジャンプ
やるきスイッチオン

めざせ！スーパー１ねんせい

２年 みんなにやさしく
げん気いっぱいがんばる すたあ学年、

１年生のお手本になろう

５年 みんなで助け合えるサブリーダー
個性あふれる
スマイル学年
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がんばる宣言の発表！

そうじ、勉強をがんばる
ルールを守る

やさしくする

みんなのお手本になる…！
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児童会テーマや学級目標の発表では、子どもたちのりん
とした声が体育館に響き渡りました。一人一人、学級、学
校、それぞれの目標に向かってがんばろうという決意が見
られる素晴らしい出発式に感動しました。

６年 思いやりの心で仲良く
リーダーとしての自覚をもって発表・あいさつ

最後まで責任をもち 全校に頼られる日本一の６年生！


